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　我々は、低質量星周りのハビタブルゾーンに地球型惑星を発見し、低質量星周りの惑星系の構造を統計的に

明らかにすることを目的に晩期M型矮星の視線速度精密サーベイを行うことを目指している。そのサーベイの

観測ターゲットは晩期M型の矮星だが、このような星は、近赤外にフラックスのピークがあり、多数の吸収線

が近赤外スペクトルに存在することから、近赤外線分光器で視線速度を精密に測定するのに向いており、さら

に、低質量の恒星であるため地球型惑星のような低質量惑星による視線速度変化が比較的大きいためにドップ

ラー法での地球型惑星の検出に向いている。そのような晩期M型矮星のサーベイのために、我々は、すばる望

遠鏡用赤外線視線速度精密測定装置IRDを製作している。この装置は、0.97-1.75umをカバーするファイ

バーフィードの近赤外高分散エシェル分光器であり、波長校正光源としてレーザー周波数コムを用いる。分光

器温度のコントロールやレーザー周波数コムの精密な輝線スペクトルを用いることによって視線速度測定は

1m/sの安定性を期待できる。 

 

 

　現在、IRD装置のすばる望遠鏡へのインストールは終了し、昨年の8月にすばる望遠鏡を使った分光器の

ファーストライトを実施した。今年2月からはコムを波長校正光源として使用したフルシステムによるオンス

カイでのエンジニアリング観測を開始することができた。これらの観測と実験室での視線速度安定性の調査か

らその視線速度安定性は少なくとも2週間で2m/s以下の変化に収まっていることを確認している。今後はすば

る望遠鏡戦略枠の中で大規模RVサーベイを2019年より実施する予定である。低質量星周りの惑星形成の種族

合成の結果とIRDサーベイの戦略に基づいたサーベイシミュレーションによると5年間の長期サーベイの中で

20個以上のスーパーアースや地球質量の惑星が検出されることを期待できる。本講演では、IRDプロジェクト

と装置の現状、IRD/Subaru planet search programの戦略と期待される結果について紹介する。
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